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�

「世俗」のイメージ�
　西荻窪の骨董店で「明治時代のメンコ」、「昭和二十年代のデッドストック」などの説明

をつけられ、ひと山いくらの廉価で売られていたかつての「家族合わせゲーム」の札。裏

面は何の印刷もない生のままの紙面で粗末なつくりなのだが、絵のイメージも名前のつけ

かたも、うんざりするほどいかにもそれらしいものばかりである。こうしたイメージはい

つごろどのようにして形成されてきたのだろうか。社会がこうした類型化された存在であ

ふれかえっているわけでは、もちろんない。しかしこうした類型は決して無根拠につくら

れたものでもない。かつて子供向けのTVドラマにソフト帽でサングラスのおじさんが登場
したら、それはもうそれだけで悪い奴だと思わされていた。その横に鳥打帽で顔に傷をも

つ男がついていたら、どうしてすぐにこいつは手下だ、と納得してしまっていたのだろう

か。そんな認識の方向性や価値判断はいつインプットされたのだろうか。こうした認識へ

の問いは結構深いところにいきつくのかもしれない。�

　「家族合わせゲーム」は、夫婦と男女一人ずつの子供（場合によってはこれに使用人など

が加わる）の組合せを揃え終わると「上がり」となる。こうしたゲームの成立自体、ある社

会性を強く含んでいよう。やや大げさに言えば、子供たちはこれで遊びつつ、類型概念と

しての家族や職業というものを把握し確認していく素朴な体験を持ったのかも知れない。�

　なお、ここで示した札の一部は「三光玩具」という会社がつくっていた。この表紙に載せ

るに際して、東京と大阪と名古屋で「三光」という名を冠している玩具メーカーをあたっ

てみたのだが、該当する会社はなかった。こうした商品の場合は、たとえば絵の著作権とか

にあてはまらず、産業財産権（権利期間は20年、ただし継続可）に属することが多いという。
おそらくこの20年間、この権利が継続されたことはないとの判断で表紙に使った。もしこ
れらのカードについての情報をお持ちの方はご連絡くださればありがたいのだけれども。�
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